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９月 ９日 第５号

重点目標「一歩ふみだす子」

私たちが、すべての子どもたちにあげたい「自分を愛する心」

学校を訪問される方から「和田岡小学校の児童の課題は何ですか？」と問われるこ

とがあります。そのときに私は次のように答えます。

「自己肯定感が低い子が多く、失敗を恐れず挑戦する姿勢にやや欠けることです。」

「日本の子どもは、諸外国の子どもに比べ自己を肯定的に捉えている者の割合が低

く，自分に誇りをもっている者の割合も低い」とは、様々なデータを根拠に一般論と

して語られるところです。その傾向は残念ながら本校においても顕著です。さる４月1

9日に６年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の児童質問紙の「自分には、

よいところがあると思いますか。」という問いに対して一番肯定的な「当てはまる」と

いう回答の全国平均が39.4％だったのに対して本校６年生ぱ15.4％にとどまりました。

また、７月に校内で全校児童を対象に実施した「学校評価アンケート」においても「自

分のよいところを言える」というアンケート項目に対して約３０％の児童が「思わな

い」「あまり思わない」と、否定的な回答をしています。

自己肯定感とは「自分の存在そのものを認める」感覚であり、「ありのままの自分を

かけがえのない存在として肯定的、好意的に受け止めることができる感覚」のことで、

「自分が自分をどう思うか」という自己認識が自己肯定感を決定づけています。（文部

科学省の定義を引用）そして、自己肯定感が高い子の方が、学力を伸ばすことができ

るし、他とのコミュニケーションもうまくなり、豊かで幸せな人生を送れるようにな

ると言われています。ただ、アンケート結果からもわかるように小学生のうちはまだ

自分で自分自身の良さを見つけるのは難しいのかもしれませんね。

この結果を受けて和田岡小学校では、子どもたちの良さを今まで以上に積極的に見

つけ、本人に伝え、褒めてあげることで、子どもたちの自己肯定感を伸ばすお手伝い

になればと、「ひまわり賞」という表彰を行うこととしました。それぞれのクラスで子

どもたちの様子を観察し、他のお手本になる行いや、その子なりに一歩ふみだそうと

がんばっている姿を見つけ、リストアップし、運営会議で審査。認められた児童には

週末、校長室で表彰状の授与と記念撮影を実施しようと考えています。様々な子がい

て、それぞれに個性もあれば、得手不得手もあります。だから何かできたとか、でき

ないとかという結果に対する表彰ではありません。３月までに全校児童の良さや成長

を見つけ、全員を表彰してあげられるようにしようと、職員には伝えています。

さて、吉野弘という詩人の作品に「奈々子に」という詩があります｡かつては中学校

の国語の教科書にも載っていたのでご存じの方も多いかと思います。父親が眠ってい

る幼い我が子に語りかける詩です。途中、父親は我が子にこんなふうに言います。「お

父さんが／お前にあげたいものは／健康と／自分を愛する心だ。」そして、最後の連で

こう繰り返すのです。「お前にあげたいものは／香りのよい健康と／かちとるにむづか

しく／はぐくむにむづかしい／自分を愛する心だ。」と。私たちが、和田岡小学校のす

べての子どもたちにあげたいのもまた「勝ち取るに難しく、育むに難しい、自分を愛

する心」なのです。 校長 梅葉 紳介



 


